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令和5年度 令和6年度

⼩児病棟 南wing⾷堂

外来棟

国⽴病院機構三重病院

⾷物経⼝負荷試験

⼩児慢性Wing（30床）
• ⾷物アレルギー 経⼝免疫療法

⽇帰り負荷テスト
• アトピー／喘息コントロール
• 肥満症
• 摂⾷障害
• 糖尿病
• ⼼⾝症・・・・

2階⼩児病棟
北Wing（急性）

南Wing（慢性）

⼩児急性Wing（30床）
• ⼩児科
• ⼩児外科
• ⽿⿐科
• ⼩児⼆次救急

重⼼病棟

1階 リハ／整形病棟
（⼩児整形）

3階北 内科病棟
3階南 脳神経内科病棟

背景
• アレルギー疾患対策の推進に関わる基本的な指針（平成29年）
「国はアレルギー疾患を有する者が適切なアレルギー疾患医療を受けながら
就労を維持できるよう環境の整備等に関する施策を各事業主団体に対して周
知をはかること」
• 令和２年度厚⽣労働科学研究「アレルギー疾患の患者および養育者の就労・
就学⽀援を推進するための研究」
「アレルギー疾患や関節リウマチを持つ患者は疾患による労働⽣産性低下や
就労・就学における困難など、様々な問題を抱えているにもかかわらず、そ
の⽀援策は必ずしも⼗分でない」

⽬的
•免疫アレルギー疾患を有する患者が適切な治療を受けながら、仕
事や学業を続けることができるよう、両⽴⽀援の取り組みを⾏う
•これまでも、個々の患者において、治療と仕事の両⽴に関する相
談を受け、それぞれ対応を⾏ってきたが、本事業を通して、体制
を整備して系統的に取り組む。
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⽬指す両⽴⽀援の体制

両⽴⽀援相談窓⼝

患者・家族

学校
企業

拠点病院内
両⽴⽀援調整委員会コーディネーター

地域基幹病院

かかりつけ医

拠点病院
多職種対応

MSW
医師
看護師
栄養⼠
社労⼠
弁護⼠など

社会啓発
取り組みの経験・成果

政策への反映
・免疫アレルギー疾患への理解
・みんなで助けあう社会
・両⽴⽀援による社会⽣産性の向上

・医療のさらなる均てん化
・両⽴を⽀える医療体制
・両⽴を⽀える社会インフラ整備

治療と仕事の両⽴を⽀える住みやすい社会へ

⾏政
三重県医療保健部

健康推進課
三重県教育委員会

三重産業保健総合⽀援センター

両⽴⽀援調整委員会 (⽉１回開催）
•構成員
• アレルギー専⾨医（２名→３名）、リウマチ専⾨医
• 外来看護師⻑、看護副師⻑（PAE）
• 管理栄養⼠、理学療法⼠、作業療法⼠
• 特定社会保険労務⼠（外部委員）
（社会福祉⼠、精神保健福祉⼠資格も有する）
• 企画課⻑

•⽤務内容
• 相談事例について両⽴⽀援プランを策定、実施
• 職場への働きかけ
• 実態調査（受診患者＋全国患者会へ協⼒依頼）
• 新たな⽀援の仕組みの検討→両⽴⽀援アプリの開発

相談事例1
• 48歳男性 重症喘息
• 職業︓製造業(派遣社員） 既婚（こども1⼈）
• 経過︓
⼩児期から重症喘息で⼊退院を繰り返してきた。⾼校は病院に隣接する特別⽀援学校を卒業。
はじめは学校のサポートで、喘息のことを伝えて建設業に19歳で就職、3年程勤務した。
しかし、⼟埃などで喘息は悪化、給料も良くないため。20代前半で、知⼈に「他のとこはもう少し給料いい
ぞ」と⾔われ、⼟⽊作業に転職。給料は少しだけ上がり⼤型ユンボの免許は取ったが、さらに喘息が悪化して2
年程でやめた。
20代後半、知⼈にいい仕事があると⾦融業を紹介された。借⾦を取り⽴てる仕事で、やめたくてもやめること
ができない職場環境で、8年程働いたが、かなりしんどかった。
職場は喫煙が当たり前で、⾃らも喫煙、喘息は悪化した。
喘息悪化で、⼊院となったのを機に、居場所をくらましなんとか脱出。住⺠票を移すことができず、その時の
国保・国⺠年⾦の滞納分が今も尾を引いている。
30代で結婚。アルバイト雑誌をみて、パチンコ店のアルバイトを始める。国保ではなく社会保険になりたくて
正社員になった。1年程たったころ、勤務中にごみ出しをした際に蜂に刺され、労災を申請したところ店⻑に⽂
句を⾔われ、それを機に退職した。
その後、また仕事を探すが、喘息であることを⾯接で伝えると、落とされるため伝えないことにした。

• その後も、転職を続けた。最近は派遣会社に登録し、最初は、「簡単な組み⽴て」と聞き、⾏ってみたらパソ
コンなどの保全の仕事で、知識もないのに到底できるものではなく4か⽉ほどでやめた。
今は別の派遣の仕事で、「⽷を巻き取る仕事」ときいたが、実際はガラス繊維の⼯場で熱さやほこりなど過酷
な職場環境、⼿を中⼼にアトピー性⽪膚炎が悪化、喘息発作も持続したが、そのことを⾔うと解雇されるため、
職場の騒⾳の中で、喘鳴を隠していた。

相談事例1
• 48歳男性 重症喘息
• 問題点︓

• 本⼈にあった仕事の選択ができない（⼩児期からの重症喘息で教育機会も逸してい
る）

• 症状を職場に相談できない。
• 低収⼊かつ借⾦返済の⽀出が⼤きいなど、経済的な問題のため、適切な治療(⽣物学
的製剤）が受けられない。

• ⽀援プラン︓
• 職場への働きかけは、「病気がわかると解雇されるので」本⼈が拒否
• 現状の制度を利⽤して、⽣物学的製剤治療を受けられるよう助⾔したが、困難で
あった。

• 治療が必要な患者が、適切に治療が受けられるように派遣会社もふくめて企業側に
助成⾦が⼊る仕組みが必要。

• 両⽴⽀援助成⾦などの対象拡⼤などの制度改⾰を要する。
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相談事例2
• 28歳⼥性 多種⾷物アレルギー、好酸球性胃腸炎、アトピー性⽪膚炎、気管⽀喘息
• 職業︓医療事務(派遣社員） 独⾝（⽗、⽗のパートナーとの３⼈暮らし）

• 経過︓
朝⾷と昼⾷をとると、仕事中に腹痛、下痢が起こる不安があり、仕事がある⽇は⾷事は
夜の１回のみ。体調が悪くなり休むことに職場の理解がない。⾃分でもうまく説明でき
ない。かかりつけ医は予約がなければ午前11時までに受付が必要なため、体調が悪く
なった⽇中に受診することが難しく、⾃分で⾷事を⾷べないなどして気を付けるしかな
いと諦めている。

• ⽀援プラン (管理栄養⼠が対応）︓
• 本⼈の悩み、つらさを聞き取る。
• 症状を起こさないような⾷事内容を説明、少しずつでも⾷べるように指導。→少し
ずつ改善した。

• 職場の上司に対して、医師から病状説明を⾏うことを提案→本⼈が伝えることがで
きず、実現しなかった。

相談事例2
• 28歳⼥性 多種⾷物アレルギー、アトピー性⽪膚炎、気管⽀喘息
• 問題点︓

• 本⼈にあった仕事の選択ができない（⼩児期からの重症喘息で教育機会も逸してい
る）

• 症状を職場に相談できない。
• 低収⼊かつ借⾦返済の⽀出が⼤きいなど、経済的な問題のため、適切な治療(⽣物学
的製剤）が受けられない。

• ⽀援プラン︓
• 職場への働きかけは、「病気がわかると解雇されるので」本⼈が拒否
• 現状の制度を利⽤して、⽣物学的製剤治療を受けられるよう助⾔したが、困難で
あった。

• 治療が必要な患者が、適切に治療が受けられるように派遣会社もふくめて企業側に
助成⾦が⼊る仕組みが必要。

• 両⽴⽀援助成⾦などの対象拡⼤などの制度改⾰を要する。

実態調査1
【⽬的】
• 免疫アレルギー疾患患者（およびその家族が）治療と仕事の両⽴をするに
当たり、どのような問題に直⾯しているのかを明らかにすること
【対象】
• 国⽴病院機構三重病院に通院中のアレルギー疾患患者（ぜん息、アトピー
性⽪膚炎、⾷物アレルギーなど）および関節リウマチ患者。⾼校⽣以上は
本⼈、中学⽣以下は保護者を対象とした。
【⽅法】
• 治療と仕事の両⽴に係る問題について、ウエブアンケートを実施した。

• 疾患名
• 仕事内容(将来、つきたい仕事も含む）
• 治療と仕事を両⽴させるために、困っていること、不安なこと、要望

実態調査2
【対象】
• 患者会のご協⼒をいただき、全国の⾼校⽣以上の患者を対象とした。
【⽅法】
• ウエブアンケート 以下の質問に⾃由⼊⼒を依頼（100⽂字以上）

Q1︓どんなアレルギー疾患がありますか。
Q2︓選んだ進学先、就職先はどんなところですか。
Q3︓⾼校に進学するときに、アレルギー疾患があることで、何か影響を与えたものはありますか。
Q4︓実際に⾼校に進学してみて、アレルギー疾患があることで、負担になったこと、配慮してもらって嬉しかっ

たことなどはどんなことですか。
Q5︓専⾨学校・⼤学に進学するときに、アレルギー疾患があることで、何か影響を与えたものはありますか︖
Q6︓実際に専⾨学校・⼤学に進学してみて、アレルギー疾患があることで、負担になったこと、配慮してもらっ

て嬉しかったことはどんなことですか。
Q7︓就職する際に、アレルギー疾患があることで、悩んだり、職業選択に影響を与えたものはどんなことですか。
Q8︓実際に就職してみて、アレルギー疾患があることで、負担になったこと、配慮してもらって嬉しかったこと

はどんなことですか。
Q9︓後輩へのメッセージをお願いします。

回答をテキストマイニング
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アレルギー疾患患者の治療と仕事
の両立支援

：モデル事業でみえた実態と課題

松浦有里1）3） 高村純子2） 長尾みづほ1） 藤澤隆夫1）

1）国立病院機構三重病院アレルギーセンター

2）同医療福祉相談室

3）鈴鹿中央総合病院小児科

第73回日本アレルギー学会発表(一部抜粋）
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仕事と⼦どもの治療との両⽴でどれくらい困っているか
仕事と⼦どもの治療との両⽴でどれくらい不安があるか
⾏政、病院、会社(事業所)などへどれくらい要望があるか

回答︓70名 (⺟63，⽗7）

28⾷物アレルギー
21アトピー性⽪膚炎
13気管⽀喘息
5リウマチ・膠原病
3その他
70合計

疾患名

複数以上の合併がある場合は
最も⼤変な疾患

保護者

全く思っていない ⼤変思っている

実態調査1

実態調査1

本⼈
回答：18名

11アトピー性⽪膚炎

3⾷物アレルギー
2喘息
1リウマチ・膠原病
1アレルギー性⿐炎
18合計

疾患名

複数以上の合併がある場合は
最も⼤変な疾患

営業事務
会社員
会社員(ソフトウェア開発)
公務員
設計・開発
団体職員

ケアマネジャー
看護師
福祉関係
保育⼠

事務職 医療・福祉職

職種

事務職 医療・福祉 学⽣ 現場

実態調査1
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仕事と治療の両⽴でどれくらい困っているか
仕事と治療の両⽴でどれくらい不安があるか
⾏政、病院、会社(事業所)などへどれくらい要望があるか

本⼈

全く思っていな
い

⼤変思っている

3以上
困っていることがある︓33%
不安なことがある︓33%
要望がある︓39%

実態調査1 実態調査1

実態調査2

回答数 ５３名（男性︓１７名 ⼥性︓３６名）

0
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8
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12
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20

16-20歳 21-25歳 26-30歳 30-35歳 36-40歳 41-45歳

年齢分布

⾼校⽣ ４名
⼤学⽣・専⾨学校⽣ ２３名
社会⼈ ２６名

主なアレルギー疾患

３８名⾷物アレルギー

９名アトピー性⽪膚炎

４名気管⽀喘息

２名アレルギー性⿐炎

複数以上の合併がある場合は最も⼤変な疾患

28名

7名

学校側の配慮や理解

あり
なし

・調理実習でのメニューや調理⽅法の選択
・修学旅⾏での⾷事内容
・⽪膚が痒くなったときの対応
・エピペンや軟膏塗布など治療についての対応

・症状が出たときの対応
・教師からの⼼無い⾔葉
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17名

6名

同級⽣や友⼈の配慮や理解

あり
なし

・同級⽣からの⼼無い⾔葉や態度

・⾷材についての確認や気遣い
・体調への⼼配や配慮

就職時

・医療系の就職先
・飲食系や接待がある職業は避けた

就職後

＜うれしかったこと＞
・同僚からの理解や配慮

（食事会のときに食べられるメニュー
の店を選んでくれた など）
・病院受診での休み取得

＜負担になったこと＞

・接待や飲み会での食べられるものが
制限される。

結語
アレルギー疾患患者と家族が治療と仕事や勉学の両立においてどのような影
響があるかを調査した。

困っていることの多くは治療や通院における時間的問題、学校や職場など周
囲の理解や配慮の問題であった。

特に高校在学中の学校側や周囲の配慮が得られなかったという問題では、学
校側の疾患理解が十分でなかったことが原因と考えられる。医療機関側から、
学校への適切な情報提供をしていくことが必要である。

今回の調査対象は困難な時期をある程度乗り越えた方が多く、現状で困って
いる方の思いは十分に把握できていない。これらの「声なき声」をどう可視化し、
サポートするか、引き続き検討が必要である。
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ありがとう
ございました

両⽴⽀援アプリの開発

• 相談窓⼝（院内および電話相談）は時間的、物理的制限のため、すべてのニーズへの
対応が困難
• また、若年者にとっては、相談窓⼝へのアクセスのハードルが⾼い可能性がある。
• スマホなどで気軽にアクセスできる「両⽴⽀援アプリ」であれば、ニーズを拾い上げ、適切な
⽀援に繋げることができる。
• 相談事を⼊⼒すると回答を得られる機能
• これまでの相談事例のデータを整理して、想定される質問に対する回答をアプリ内にお
き、これが出⼒できるアルゴリズムを装填する。
• アプリで回答できない場合は電話・メール相談窓⼝につながる仕組みとする。また、厚
⽣労働省の「アレルギーポータル」ともリンクしてアレルギー疾患患者へ情報提供も⾏う
システムとする。

プレゼンテーションのタイトル 27 プレゼンテーションのタイトル 28
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プレゼンテーションのタイトル
29

両⽴⽀援調整委員会の議論から

• これまでの「両⽴⽀援」（がん等）は、就労者が対象で、これまで元気で働い
ていた⼈が病気になっても仕事を続けるためのサポートというイメージ。
• そのような患者は、職場である程度の地位がある＝職場で必要とされる⼈材で
あるため、企業側からも両⽴⽀援のモチベーションがある。
• しかし、若年のアレルギー疾患患者に対しては、企業が⽀援しようというモチベー
ションが低いのではないか︖（企業が必要とする⼈材に未だ育っていない、とくに
採⽤時）
• アレルギー疾患患者では、就労前の若い世代やその保護者へのサポートから始
めることが重要。例）「アレルギー患者さんのためのおしごと相談」 など
•企業側への働きかけが必要 「両⽴」以前の状態（就労できない、引きこもりなど）

の患者が少なくない

資料３


